
鳥取砂丘のハンミョウ 
 
■ 選定理由  
 ハンミョウ類はウスバカゲロウ（アリジゴク）や

イソコモリグモと並んで鳥取砂丘を代表する動物群

の一つである。鳥取砂丘にはハラビロハンミョウ

Lophyridia angulata （以下ハラビロ）, カワラハンミ
ョウ Cicindela laetescripa, （以下カワラ），エリザハ
ンミョウ Cicindela elisae（以下エリザ）の 3種のハン
ミョウが生息する。自然海浜は全国的に減少してお

り，それにともなってハンミョウ類には絶滅危惧種

が多くみられる。鳥取砂丘でみられる 3 種のうち，
ハラビロとカワラの 2 種は環境省版レッドリスト
（2007）で絶滅危惧 II 類となっており，他県ではす
でに絶滅しているところが多い。 
 
■ ねらい 
 ハンミョウの観察をとおして，種間競争や共存種

を決めるルールを学ぶ。また，鳥取砂丘に生息する

絶滅危惧種の大切さを学ぶ。 
 
■ 実習の手順 
 調査に適した季節： 6~8月。カワラハンミョウ
やエリザハンミョウは砂丘に広く分布するが，個

体数が多いのはオアシス周辺である。盛夏にオア

シス周辺（図 1）で気をつけて観察すると，ハンミ
ョウの仲間を観察できる。ハンミョウは地表に比

較的頻繁に止まるので，そっと接近し，図 2 を参
考にして同定をおこなう。体の大きさの違いなど

に注意を払うこと。 
 特別保護区内であり，調査許可なしに採集して

測定することはできない。ハンミョウ自体が希少

種であるので，ここでは採集・測定などの作業は

スキップして，既知報告にある図 3 の図を見て，
大顎の大きさがずれることを確認する。 
 
■ 解説 
 よく似た資源を利用する 2種の動物が同じ地域で生活すると種間競争が働き，やがてどち
らかが絶滅にいたる（競争的排除）が起こることは生態学のたいていの教科書にガウゼがゾ

ウリムシ 2種でおこなった室内実験とともによく紹介されている。しかし，このような種間
競争が野外でも強く働き，群集の形成につよく関与したことを示す実例はあまり多くはない。 
海浜性のハンミョウ類には，生息環境が限定されることや，幼虫・成虫ともに昆虫としては

比較的大型の捕食者で，しかも海浜という，一般に餌を得にくいとみられる環境であること，

などから，同所的に生息するハンミョウ種間では大顎のサイズ（これは利用する餌の大きさ

に関係する）がかなりきれいに分かれる傾向があることが知られている（Satohら 2003）。 
 隣接する 2つの種の間でのサイズ比を求めると 1.24~1.45である。この比は，よく似た資
源を利用する近縁種が同所的に生息する場合に必要な最少サイズ比として経験的にしられて

いる 1.3（Hutchinson 1959: 今日，ハッチンソンの 1.3倍則とよばれている）に近い。 

図 1. 砂丘オアシス. ハンミョウ類を
観察しやすい。国立公園の特別保護区で

ありここでは昆虫類の採集はできない

（奧で捕虫網をもっている学生が見える

が，これは環境省と文化庁の調査許可を

得ておこなっている調査での写真である

ことに注意） 

 

図 2.  鳥取砂丘のハンミョウ類 3種。 

 



 
■ 実習の注意 
 鳥取砂丘の大部分は国立公園の特別保護区に指定されている。ハンミョウ類は鳥取砂丘で

も，絶滅のおそれが高い昆虫であり，特別保護区外で見かけた場合でも極力採集は控えたい。 
（鶴崎展巨） 
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図 3.  鳥取砂丘と多鯰ケ池岸辺におけるハンミョウ類の大顎（おおあご）の長さの分布
（Satoh et al. 2003の図を改写名・改変）。多鯰ケ池ではカワラハンミョウがみられるかわ
りにコニワハンミョウがみられる。赤字は各種の平均値，緑の網掛けをした数字は隣接

する数字の比率。 

図 4. カワラハンミョウ（鳥取砂

丘オアシス, 2010.7.20, 撮影：鶴崎） 

 

図 5. エリザハンミョウ（鳥取砂丘，
2010.6.17，撮影：鶴崎） 


